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型商店とか住宅団地とか出てきたので、北中学

区の人口がどんどん減ってます。 

 それで、北中学区というのは良質な地下水が

あるところなんですよね、清水町とか、あの周

辺とかですね。ですから、もちろんその水資源

というのは大切ですけども、そんなにどんどん

どんどんくみ上げて噴水を出すわけじゃないで

すから、家庭用の消雪なんて本当にわずかなん

ですよね。ですから、そういった人口のアンバ

ランスなどの観点からも、単独でああいった敷

地に家を建てると消雪する必要がないと、これ

はすごく魅力だと思うんですよ。 

 みずはの郷が売れたのも、４日の日に市長、

消雪道路がすばらしく完備しているからだと。

ですから、南陽市から住宅買われた方、いらっ

しゃいますよね。せっかくうちあるのに、これ

が現実だと思うんですよ。 

 私、みずはの郷をぐるっと見てきましたけど

も、あそこはすばらしくて、ほとんどの家の雪

おろししなくてもいいんじゃないですか、あそ

こね。ですから、そういうところにやはり欲し

がるんですよね。今、南陽市の国道13号線沿い

には、民間ですごい数の住宅団地を今やってお

りますね。必死ですよ。 

 天童市は、今すごく住宅団地を形成してます

が、補助金は25万円ですよ、あそこ。額が少な

いんですね。ただ、魅力があるのでどんどんい

らっしゃるということだと思うんですが、長井

市もこの人口減少の状態を見ますと本当に厳し

いですよ、市長ね。ですから何とか、何でも頑

張って、ある資源を生かして定住人口のほうに

つなげていかなければならないと私は思います。

もう一度、どうですか、市長。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 議員おっしゃるとおり、消雪っ

ていいますか、雪を克雪するっていうのは非常

に重要なこれからのまちづくりの指針になると

思いますので、ぜひ検討していかなきゃいけな

いなというふうに思いますし、あとは住宅の団

地なんかも、やっぱり北中学区なんかもつくり

たいと思ってるんですが、ポイントは、民間で

はなかなか安くできないんですね。ですから、

そこが私ども安くできるというのは、私どもの

使命なのかなと思ってますんで、それとあわせ

て克雪もいろいろな支援をして、魅力ある地域

をつくっていきたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 民間でも安くできる

手法はあります。これはきょうの論点ではない

ので申し上げませんけども、私はポリシーとし

て、予算の手当てをできそうもないようなこと

を提案したりは一切しないというふうな信念を

持ってます。なるべく予算はかかっても費用対

効果があるもの、あと投資をしても必ず戻って

くるものを６月議会から何回かに分けて予算総

括質疑等でも言ってまいりました。 

 今年度予算で介護人材育成支援事業というこ

とで154万円、これ予算がつきました。これ私

が主張してきました、介護の人材を育てて、投

資をしても定着すれば市民税とか給料とか、あ

と結婚して子供を産むとか、そういったことに

つながりますよというふうなことを市長も考え

ていただいたと思うんです。これがやはり今の

少子化対策になるんだと私思います。 

 ヨークベニマルの撤退後の問題にしても、私

昨年の６月から耳にたこができるぐらい市長に

申し上げてきました。現実になりましたよね。

ですから、私は先を見通す力はそれなりに持っ

てると思います。ですから、今後も前向きな提

言をしてまいりますので、ぜひ人口減少対策に

立ち向かう信念を市長にも今後もお示ししてい

ただきたいとお願い申し上げまして質問を終わ

ります。 
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○渋谷佐輔議長 次に、順位７番、議席番号６番、

鈴木富美子議員。 

  （６番鈴木富美子議員登壇） 

○６番 鈴木富美子議員 おはようございます。 

 私は、先日、主人の母の一周忌で熊本県に行

ってまいりました。空から見た日本列島は何も

問題などないように穏やかに見えましたが、ど

この市町村も少子高齢化、子育て支援、婚活な

ど、課題が満載のようです。この課題が少しで

も解決できるよう願っております。 

 内谷市長の平成28年度施政方針の中に、長井

市総合戦略の軸として、教育・子育てを上げて

おられました。女性の視点から、子育てに関し

て通告書に従いまして３項目の質問に入らせて

いただきます。 

 第１項目、ベビーボックスプロジェクトにつ

いてお伺いいたします。 

 私が初めてこのプロジェクトを知ったのは新

聞記事でした。次は市報と一緒に皆様のところ

に配布になりました１月15日号のあやめＲｅｐ

ｏです。正直に言って、最初耳にしたとき、赤

ちゃんポストのような意味合いに感じたところ

でした。なぜ有名デザイナーなのでしょうか、

市長にお伺いいたします。 

 ベビーボックスは品物だけでなく、ソフト面

で子育ての仕掛けを入れるとお聞きしておりま

す。地元の若いママたちに提案してもらうなど、

ベビーボックスについての提案を共有すること

によって子供の話題をお茶飲み会などを開催す

るなどしてママたちを孤立させない、これも子

育ての手助けの一つではないでしょうか。 

 ３月４日の一般質問で、宇津木議員が水と子

育ての関係について質問をなされましたが、市

ではこのプロジェクトとどのようにかかわるの

か、内容はどのように考えているのか、また、

子育て推進課との連携はあるのか、総合政策課

長にお聞きいたします。 

 また、市内の企業の製品を入れるとの内容も

ありましたが、具体的な案はあるのでしょうか。

それによって地域の経済効果は期待できるので

しょうか、市長にお伺いいたします。 

 第２項目、ファミリーサポート事業について

お伺いいたします。 

 もともとの目的は、同じ地域の住民同士が子

供を有償で援助する活動です。乳幼児や小学生

などの児童をお持ちの子育て中の皆様を会員と

して、児童の預かりの援助を受けることを希望

する会員と援助を行う会員との相互援助活動に

関する連絡調整を行うものです。平成17年度か

ら厚生労働省が次世代育成支援対策交付金とし

て始めたものです。現在、名称は変わっており

ますが、平成27年度は地域子ども・子育て支援

事業で国から交付されています。長井市では、

ＮＰＯ法人まごころサービス長井に委託し、運

営されています。現在、登録会員が251名、協

力会員が15名とお聞きいたしました。 

 長井市のファミリーサポート事業は、いつか

らスタートし、最近５年間の利用状況はどうで

しょうか。子育て推進課長にお伺いします。 

 また、夜の仕事の方や急に残業が入った方な

どの対応はどうでしょうか。登録会員に対して

協力会員が少ない状況は、市長はどうお考えで

すか。何かよい手だてをお考えでしょうか、市

長にお伺いいたします。 

 続きまして、第３項目です。病児保育につい

てお伺いいたします。 

 県内では、病児保育対応型施設は８カ所、置

賜では川西に１カ所、米沢市に２カ所。病後児

対応型施設は11カ所、置賜では南陽市１カ所の

み。体調不良児対応型施設は32カ所、置賜では

米沢市に８カ所です。残念ながら長井市には１

カ所もありません。この現状について、市長は

どうお考えでしょうか。 

 例えば毎年インフルエンザが流行するわけで
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すが、インフルエンザの出席停止の基準が変わ

り、熱が下がって元気になったとしても学校を

何日も休まなくてはなりません。そうしたとき、

核家族がふえている中、この事業はとても大切

なことだと思います。今年度検討委員会を立ち

上げるようですが、どのような協議会なのか、

年に何回開催予定なのか、メンバーはどのよう

に考えているのか、厚生参事にお伺いいたしま

す。 

 以上で壇上からの質問は終わりますが、先日

テレビを見ていましたら出生率2.81人、全国１

位のまちが放映されていました。 

 役場に電話をしてお話をお聞きしましたとこ

ろ、特別な施策でもなく、どこの市町村でも実

施している内容でした。妊娠、出産から乳幼児

期、就学時まで子育てする家庭の立場に立った

切れ目のない支援ではないかと私なりに感じま

した。長井市も支援はもちろんですが、応援と

いう形で地域挙げて子育てができたらいいので

はないでしょうか。 

 ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木富美子議員からは、３項目、

私のほうには４点ほどご質問をいただきました。

大変耳の痛いご提言などもございまして、ちょ

っと重いのですが、順次お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 まず最初、ベビーボックスについてでござい

ますけれども、議員のほうからはどのような内

容を考えているのか、あるいは地域の経済効果

は期待できるのかというご質問でございます。 

 まず最初に、なぜ有名なデザイナーなのかと

いうことなんですけども、昨年度から実施して

おりますシティプロモーション事業におきまし

て、委員の皆様の２年にわたる活発な議論によ

りまして、最終的に「天然水100％の子育てラ

イフながい」というシティプロモーションのコ

ンセプトができ上がりました。具体的事業とし

て提案されたものの一つがベビーボックスとい

うプロジェクトでございます。 

 これは、シティプロモーションですから、長

井をいかに全国に売り出していくかと、そして

長井市が注目を浴びて、多くの地方に住みたい

と考えている若い人たちの層を引き込みたいと

いう目的でございます。 

 昨年策定いたしました総合戦略の機軸、教

育・子育てにも合致するものでございまして、

子育て支援の一つとして、子育てするなら長井

市へのシンボルとして立ち上げたものでござい

ます。また、子育てを頑張る保護者に対して、

長井市が応援するという決意を市内外にＰＲし、

若い世代の移住定住を呼びかけるシティプロモ

ーションの要素もあるということは先ほど申し

上げたとおりでございます。 

 今年度のシティプロモーション事業の実施に

当たっては、私どもが２年間にわたって長井市

の東京事務所、大田区にある、この支援なども

いただきました総務省の外郭団体でふるさと財

団というのがございます。これ２年間支援して

いただいたんですが、ここからご紹介いただき

ました本田勝之助さんという方に、これはプロ

デューサーといいますか、自分でコンサルティ

ングの会社を経営されてる方なんですが、この

アドバイスをいただきながら進めております。 

 ベビーボックス事業の発案があった後に、本

田さんからこの事業に適した有識者として、こ

れファッション誌ですけども、「ＶＯＧＵＥ」、

「ＥＬＬＥ」、「Ｍａｒｉｅ Ｃｌａｉｒｅ」

といった、さまざまな購買層が、どちらかとい

うと子育てから30代後半ぐらいまでのこの雑誌

の編集長を務め、あるいは経済産業省のクール

ジャパン官民有識者会議というのがあるんです

が、この委員でもある、特にファッション業界

で発信力の高い生駒芳子さんをご紹介いただい

たというのが今回のあやめＲｅｐｏの紹介でご

ざいました。 
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 ベビーボックスへ入れるものの一つとして、

ベビー用品なども考えられます。若い世代に注

目していただくためには、保護者世代に非常に

注目いただけるファッション性も必要と考えま

して、生駒さんにご支援をお願いしたところで

ございます。 

 ２点目の市内企業の製品を入れたいというが、

具体的な案はあるのかと、地域の経済効果を期

待できるのかということでございますが、ベビ

ーボックスに入れるものは今後の検討課題で、

これは28年度に本格的に検討して製品化を図っ

ていきたいと。先進地のフィンランドで行って

いるように、おむつや肌着、洋服やおもちゃ、

体温計などの品物も考えられますが、長井市で

は夜中に病気になったら診てもらえる病院があ

るのか、いつから保育園に入ることができるの

か、育児相談はどこへ行けばいいかなど、育児

をサポートする情報も、これは子育て推進課な

どと一緒になって充実したものを入れたいと考

えております。 

 ベビーボックスの具体的な中身は、今後庁内

だけではなくて子育て世帯の皆様にも入ってい

ただき検討してまいりますが、できる限り赤ち

ゃんに必要な育児用品は地域に経済効果を広げ

るため地場産品を使いたいと思っております。

市内には、段ボール加工の高いノウハウを持つ

企業、また、肌着のメーカー、衣類の縫製工場、

木工品の製造事業所などがいろいろございます

ので、ご協力を得ながら検討を進めてまいりた

いと思っているところです。 

 ３点目につきましては、２つ目の項目になり

ますけれども、ファミリーサポートセンターに

ついて、夜の仕事や急な残業による対応はどう

かと、また、協力会員が少ない状況をどう考え

るかというご質問でございます。 

 協力会員の方の中で、夜間でもお子さんをお

預かりできる人がいらっしゃれば時間外として

対応していただくことになります。急な申し込

みでも協力会員の都合さえよければ可能な場合

もございますが、協力員の調整も含めて原則３

日前まで申し込みをいただくことにしていると

のことでございます。 

 ファミリーサポートセンター事業は、サービ

スを提供する協力会員の皆さんのボランティア

精神の上で成り立っている面がございますので、

必ずしも希望どおりにお預かりできるわけでは

ないようでございます。協力会員の方の多くは

家庭の主婦でいらっしゃいますので、夜間のお

仕事につかれる方のお子さんの預かりは恒常的

かつ長時間となりますので、対応できる協力員

がいないというのが現状ということのようでご

ざいます。 

 協力会員の拡大については、協力会員の養成

講座の開催と、その周知徹底、子育て支援セン

ターなどでの勧誘を行っております。実際、27

年度の養成講座受講者の中から２名の方が協力

会員になられたということでございまして、28

年度も養成講座を開催することで協力会員の拡

大を図り、少しでも利用希望に応えられる体制

づくりに努めてまいりたいと思います。 

 なお、ファミリーサポートセンターのほうに

いろいろお伺いしますと、そういった夜お願い

ということは実際ありますかということなんで

すが、今のところ、そういったことはないと。

恐らくこれは、ファミリーサポートセンターと

いうのは普通の主婦の方で、有償ボランティア

でご協力いただいているということで、夜のい

ろんな仕事とかしなきゃいけないということで

預けるというのは遠慮されてるのかもしれませ

ん。だからといって実際の要望がないのかどう

かっていうのはわかりませんが、現在のところ、

そういった相談などもないというようなことの

ようでございます。 

 最後に、３項目めの４点目のご質問、ご提言

でございますが、病児保育についてでございま

す。 
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 協議会をどのように考えてるのか、今後の見

通しと進め方はということでございますが、議

員ご指摘のとおり、他の市町と比べておくれて

いるのは確かでございます。長井の人がお隣の

川西町の施設を利用しているという話も聞いた

ことございます。また、先日、市内介護施設７

事業者の年齢構成の資料を見てみますと、39歳

以下の若い世代が全体の40％でございました。

しかも女性が多いというふうに見ておりますの

で、このような業種においては病児保育のニー

ズは高いのではないかともちろん認識しており

ます。 

 病児保育の開設には、看護師と保育士の配置

と専用スペースの確保が必要となります。経営

は順調とは言えないようで、収支の上で赤字が

出ないように努力をしているのが現実で、これ

は何よりも、まずそういった高い志を持ってお

られる医師の病児・病後児保育に対する思いの

強さが経営の原動力となっているとお聞きして

おります。 

 長井市のこれまでの取り組みは、以前からい

ろいろ働きかけはしておりますが、昨年10月６

日、医師会のほうに病児保育に対する理解と協

力依頼を行っておりまして、10月から11月にか

けて市内小児科を開業する２医院に具体的な事

業実施の協力を行っておりまして、１つの医院

からは、事業委託に前向きな意思もいただいて

いるところでございます。また、専用スペース

の確保にもめどが立ってきておりまして、さら

に看護師と保育士確保を現在進めております。 

 市民ニーズの高い事業ですので、一日も早く

看護師と保育士確保のめどが立てば年度途中で

も実施したいというふうに考えているところで

ございます。 

 私のほうからは以上です。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 鈴木富美子議員からご

質問のございました、市ではこのプロジェクト

とどのようにかかわるのか、内容はどのように

考えているのか、子育て推進課との連携はある

のかについてお答えいたします。 

 ベビーボックスプロジェクトは、昨年９月に

策定いたしました長井市総合戦略において、基

本目標に掲げた「若い世代の結婚、出産、子育

ての希望をかなえる」と「長井市への新しい人

の流れをつくる」に沿った事業でございます。

総合戦略では、教育・子育てを柱としており、

子供や子育てにとって魅力あるまちのＰＲも重

要であることから、市としてこのプロジェクト

を強く推進していきたいと考えております。 

 ベビーボックスを実際に使っていただくのは

妊婦の方や議員からご提案のありました若いマ

マなどの子育てを行う皆様ですので、これらの

皆様からも意見を頂戴しながら、使う側の声を

十分に反映したものにしたいと考えております。

また、育児に必要な乳幼児用品に限らず、育児

に関する情報や育児支援サービスをあわせて提

供することで、子育ての充実、トータルな支援

を図っていきたいと思っております。 

 現在、庁内におきましては、直接的に関係す

る地域づくり推進課、子育て支援課、健康課、

総合政策課で内部の協議を行っているところで

ございます。４月からは市民の皆様を交え、本

格的に検討を開始したいと考えておりますので、

議員の皆様からもぜひご意見をいただきたいと

思っております。 

 私からは以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 松木 満子育て推進課長。 

○松木 満子育て推進課長 それでは、私のほう

からはファミリーサポートセンター事業のスタ

ート時期と、その利用状況というようなことで

ご質問をいただきました。 

 ファミリーサポートセンター事業というのは、

議員おっしゃるとおり国の補助制度によって全

国の自治体で実施されている事業でございます。

長井市のファミリーサポートセンター事業につ
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きましては、ＮＰＯ法人のまごころサービス長

井の運営によりまして平成19年の９月からスタ

ートをしています。生後４カ月から小学校３年

生までの乳幼児や児童を対象としてお預かりを

しているという事業でございます。 

 最近、５年間の利用状況でございますが、平

成23年度は64回、24年度は61回、25年度は81回、

26年度は74回、今年度、27年度は２月26日現在

までで59回というふうなことになっております。 

 会員登録の状況を申し上げますと、子供を預

けたいという利用会員、子育て中のお父さん、

お母さんになりますが、そちらのほうは平成23

年度の110名の登録から27年度につきましては

251名というようなことで、倍増をしている状

況です。 

 一方、子供を預かるほうの協力会員、先ほど

市長からの答弁もありましたが、ボランティア

で見てあげるよというふうな、本当に高い志を

持って対応をいただいている会員ですが、こち

らにつきましては、平成23年度は16人でござい

ましたが、27年度につきましても15人というよ

うなことで、ほとんど同数というふうな状況に

なってございます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 私のほうからは、病児保育

についてお答えさせていただきたいと思います。 

 病児保育の実現に向けた取り組みにつきまし

ては、先ほど市長がお答えしたというところで

ございますが、そういった開設に向けた取り組

みと同時に、病児保育について基本的な申し込

みからお子さんの預け方、さらに医師の連絡票

というのがあるんですが、など、運営にかかわ

る事項について市民の意見を聞いたり、また、

先進地視察、議員の質問にあった市町村なんで

すが、そういったことを行う検討委員会を組織

して協議していきたいというふうに思っており

ます。 

 活動内容の予定といたしましては、検討会議

をおおむね２回、さらに県の事例研究参加を１

回、先進地視察を１回と考えております。 

 構成人員は７名を予定しております。委員の

構成としては、医師、看護師、保育士をまず考

えておりまして、さらに利用側として小さなお

子さんの保護者の方、そして幼児施設の代表の

方などを考えておるところでございます。 

 このたびの病児保育は定員３名からスタート

したいと考えておりますが、検討委員会では医

師側から保育する際の基準が必要でないかと、

先ほどインフルエンザの例が出てたわけなんで

すけども、そういった基準というのも必要でな

いかというような指摘もございますんで、設立

に向けての検討になるかなというふうに思って

ます。 

 また、大きなテーマであるスタッフの確保が

最重要の課題と考えております。現時点でも看

護師ＯＢに非公式ながらお伺いしてまいりまし

た。また、同時にやっぱり看護師が働く際の諸

条件も整理しているところでございますが、検

討委員会では、このような課題を整理しながら

将来にもスタッフをどうそろえるか検討してま

いりたいと思っております。 

 例えば看護師が半日勤務が可能である場合、

どうしましょうかということや、患者さんが場

合によっては閑散な時期の対応など、これから

協議検討していきたいというふうに考えており

ます。 

 また、今回の事業は開設すれば委託事業を想

定しております。その形態を他の市町の事例を

見ながら検討していきたいと考えておりますが、

委託費は必要な人件費とともに、あと、必要な

専用なスペース整備に一応は補助事業はあるん

ですが、それでも対応できない、補助対象外と

いった部分も含めて、場合によっては市の単独

補助というものを含めて検討してまいりたいな

というふうに思ってるところです。 

 最後にありました出生から就学までにかけて
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切れ目のないサービスということでありますが、

こちらにつきましては、現在、福祉あんしん課

なり教育委員会、学校教育課、健康課、そして

子育て推進課の課長であるとか、担当者による

子供の発達障害や育児や家庭内環境の状況把握

などに対応しながら、出生時から成人までを取

り落ちなく見守っていく体制というのを検討し

て、現在３回ほどやっておるところであります。

それをさらに検討を進めたいと思いますし、さ

らに来年度予算では、子育て推進課のほうに利

用者支援として子育てに悩む父母の方から相談

を総合的に聞き取り、適切な相談先、対応先を

案内できる子育てコンシェルジュを育成、配置

して、子育て関係課との連絡をさらに強くして、

よりきめ細やかで適切な支援体制をつくってま

いりたいというふうに思ってます。以上でござ

います。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 丁寧な説明ありがとう

ございました。 

 最初、ベビーボックスについてですが、夢が

あって私もすばらしい発案だと思いましたが、

やはり行政からの一方的ではなく、本当に必要

としているお母さんたちの声もぜひ取り入れて

いただければありがたいと思います。 

 ただ、私が提案したいのは、自由に出入りで

きるような駅前の空き家を利用して、そういう

ところにもベビーボックスを通じてママたちが

いつでも話し合いできるような場所が、サロン

などの意味合いですが、必要だと思います。子

育てが楽しいということがわかっていただける

ようなスペースが欲しいと思いますが、そのよ

うなことは市長は考えておられますでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木富美子議員がおっしゃるこ

とについては、私も賛成です。 

 今というお話だと思うんですが、現在のとこ

ろは、子育て支援センターまざ～れのところに、

一応、市のほうでは十分な対応ができないとい

うことで相談窓口というふうにはしてますが、

ただ、サロンみたいなところまでのスペースが

ございませんので、また中央地区じゃないとい

うこともあるので、この辺をどういうふうにす

るかということが重要だと思います。 

 あと、ベビーボックスについては、地域おこ

し協力隊の佐藤亜紀さんの発案もあったんです

けども、佐藤さんみずからが春まちカフェでし

たっけ、ムスメヤ花屋さんの隣のところですね。

一時そういうサロン的なスペースなども設けて

おられた時期もあったんですが、課題としては、

そういった空き店舗なんかを活用してやるって

いうことは非常にいいんですが、じゃあ、それ

だけの常時人を張りつけておくことができるか

というのがやっぱり課題でして。 

 ですからそういったことではなく、例えば、

まごころサービスさんで行ってるのは、土日は

閉めてますので、土日だけでも交代で、市のほ

うからも子育て推進課、あるいは健康課、保健

師さんとか、あるいは、まごころサービスさん

からもご協力いただいて、そういったことを気

軽に相談を受けて、なおかつ情報交換の場にな

るような、そういったことをするということも

非常におもしろいと思いますし、今むしろ必要

なのかもしれません。 

 将来的には、ヨークベニマルの、タウンセン

ターの２階を使わなきゃいけないといった場合

には、そこにぜひつくりたいとは思っておりま

したし、あとは複合型の公共施設をつくる際に

はそういったものを、子育て包括支援センター

というのはそういう機能を持ちますので、そこ

が単なる事務的なところじゃなくて、やっぱり

情報交換するカフェとか、あるいはサロン的な

ものをつくるということは私も必要だと思って

おりましたので、ぜひ今後どうするかいろいろ

検討したいと思いますので、引き続きご提言い

ただきたいと思います。 
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○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 やはり核家族がふえて

ること、他県からお嫁にいらしたお母さんなん

かはやっぱり不安があると思います。土日は小

さい子供さんがいると遊びにも行けないので、

ぜひその点を考慮していただきまして、そうい

うこともベビーボックスの中に私は入れてほし

いと思います。 

 次に、ファミリーサポート事業についてお伺

いしますが、平成26年度の決算によりますと、

ファミリーサポート事業費は83万400円と決算

が出てました。28年度の予算では123万6,000円

と増額になってるわけですが、これは利用者が

ふえている。先ほど課長のほうから件数を言っ

ていただきましたが、26年と27年はちょっと、

若干減っているようですけども。やっぱり児童

の預かりを希望しても受け入れられない場合が

あるのか、それとも援助を行う会員が少なくて

預けられないということもあるのか、その辺の

ことに関してお聞きしたいと思います。 

 また、有償ボランティアなんですが、協力会

員の受け取る報酬は幾らなのでしょうか。子育

て推進課長にお伺いいたします。 

○渋谷佐輔議長 松木 満子育て推進課長。 

○松木 満子育て推進課長 今まで利用希望があ

って、かなわなかったことがあるのか、その理

由と、あとは報酬の金額というようなことでお

伺いをいただいたと思います。 

 まごころサービス長井のほうにお伺いをした

ところ、今までも年に１回か２回ぐらいはその

ようなミスマッチというか、見てもらいたいけ

れども、やっぱり協力会員のほうで都合がどう

してもつかなかったというふうなことがあった

とお伺いしてます。それにつきましては、やっ

ぱり協力会員が数が少ないというふうなことは

一番の問題だというふうに考えています。 

 あと、報酬の金額ということでございますが、

利用会員がその協力会員、面倒見ていただいた

方への報酬としてお支払いいただく金額は、８

時半から夕方６時までの日中の時間帯でござい

ますと１時間当たり600円、あと６時以降の夜

間というか、そのような形になると700円とい

うふうなことになっているということでござい

ます。 

 全国的に見ましても、日中につきましては

600円から800円、あとは夜間、時間外について

は700円から1,000円ぐらいのところが相場とい

うようになっているようでございます。 

 これに対しまして、長井市では利用者の方に

１時間当たり600円の半額の300円をお子さん１

人について20時間を条件にして助成をしている

というようなこともございますので、そのよう

な点もＰＲしながら、利用者、あとは協力会員

のほうの拡大にもつなげていきたいなというふ

うに思っております。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 やはり協力会員が少な

いというのが非常に問題だと私は思います。や

はり私もできるかというと、なかなかできない

かもしれませんが、まだまだこの事業を知らな

い方が私は多いと思います。そういう知らせる

方法はどのようなことでお知らせしてるのでし

ょうか。課長にお伺いいたします。 

○渋谷佐輔議長 松木 満子育て推進課長。 

○松木 満子育て推進課長 ＰＲにつきましては、

市報を使ったり、あとはポスターを市内の公共

各所に張り出したり、あとはパンフレットなど

もつくりながら、そういうものもお子さんが集

まるようなところ、あとは公共的な場所に配布

をしております。ただ、それが目についている

かというと、なかなかそうなっていないのが現

実で、こういう数字になってるのかなというふ

うに思っております。 

 今後は、利用会員については子供さんの集ま

るイベントなどに行ってＰＲをするとか、その

ようなことも考えてまいりたいというふうに思
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いますし、協力会員のほうにつきましては、お

母様の子育て経験をした方などの力をおかりし

なければならないというふうに思いますので、

婦人団体の方々のご協力をいただくように説明

に上がったりということもしなければならない

かなというふうに思っているところでございま

す。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 やはりこれは子育てに

対して本当に大事な事業だと重ねて申し上げま

すが、やはりみんなで育てていかないと人口減

少に歯どめがかからないと思いますので、さっ

き厚生参事おっしゃった切れ目のない支援、本

当にこれはもう間違いなく必要だと思いますの

で、ぜひいろんな形で皆さんから協力を得て、

このファミリーサポート事業も進めていただき

たいと思います。 

 ただ、ある人から「夜は預かってくれないん

だよね、長井市は」という声もお聞きしてます

ので、恐らく知らなかったんだと思います。や

っぱりそういう意味でも広報、まだまだ足りな

いかと思いますので、ぜひよろしくお願い申し

上げたいと思います。 

 あと、窓口に来られた方にも、ぜひこんなこ

とがありますよっていうことを市役所のほうか

らも声かけていただきたいと思いますので、ぜ

ひよろしくお願いします。 

 まざ～れは、もう手狭になってますよね。そ

の辺も早目に検討していただきまして、市長が

いろいろお考えになっておりますように、ぜひ

子供にやさしい、育てやすい環境をつくってい

ただきたいと思いますのでよろしくお願いいた

します。 

 そのまざ～れの件ですが、市長はまざ～れを

のぞいたことはございますでしょうか。まざ～

れに来ていらっしゃる皆さんの声をぜひ酌んで

いただきまして、一つの課だけじゃなく、子供

を育てやすいように、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 あと病児保育についてですが……。 

市長、じゃあいいですか。お願いします。 

○渋谷佐輔議長 ちょっと、注意、注意。 

 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 まざ～れにつきましては、最近

は、27年度はお邪魔してないんですが、あそこ

はあそこでよさがあるんですね。ちょっと狭い

というのが一番の課題で、ただ、雨の日でも、

あそこの前のところですね、いわゆる何ていう

んでしょうか、多目的広場みたいになってると

ころで子供たちも、下が芝生みたいなところじ

ゃないのでちょっと危ないと言えば危ないんで

すが、あそこで遊ぶことができますし、天気が

よければ外でも遊べるということで、環境は非

常にいいとは思ってるんですが。 

 やはり私ども子育て支援センターの弱いとこ

ろは、本来であれば健康課ですね、保健師さん

とか、すぐそばにそういったところがあって、

相談できればいいんですが、まごころサービス

さんに全てお願いしてるもんですから、その人

の範囲内でしか対応できないっていうことで、

人員体制がやっぱり弱いと思ってます。 

 したがいまして、何度も言いますが、タウン

センターをもし活用をするということであれば、

あそこにぜひ一番最初に移したい機能だなとい

うふうに思ってまして、いろんな課題について

は子育て推進課のほうで、あるいは健康課で把

握しているはずなんですが、やっぱりそこら辺

のところがどういうふうに生かされてるかって

いうのは、ここはやはり今年度からはいわゆる

参事を設けましたので厚生参事がしっかり把握

してまして、それは次の年の施策にきちっと生

かされると思ってますし、新しい地方創生の取

り組みの中で、一番数多く新しい事業の提案が

出てるのが実は厚生部門でして、そういったと

ころで職員の意気込みがあるというふうに思い

ますんで、ぜひ具体的にいろんな提言などをお
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出しできればというふうに思います。ありがと

うございます。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 市長、大変失礼しまし

た。ぜひ、ヨークベニマル跡地とさっきからお

っしゃってますが、早目に対応をお願いいたし

たいと思います。 

 次、病児保育についてですが、長井市内にあ

りがたいことに２つの小児科がございますので、

ぜひ先生と検討させていただきまして早急な対

応でお願いしたいと思いますが。先ほど施設が

必要だとおっしゃってましたね、それって保育

園の中にということはできないんでしょうか。

参事にお伺いします。 

○渋谷佐輔議長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 タイプとして、保育所、保

育園に置くというタイプもありますし、病院の

中でといいますか、その施設としてやるという

こともできると、今のところはそういうふうな

国のほうからのタイプが示されています。 

 保育園にするにしても、いずれスタッフなり

も必要ですし、ただ、やっぱり病児のほうをよ

く考えるとすると、非常にドクターのほうに近

いほうがよろしいのではないかなというふうな

形で、先ほど申し上げたように、意欲のあるお

医者さんのほうの意向も今後もなおお聞きしな

がら、先ほど若干、近場のところにもスペース

確保できそうなところもあるというところまで

来ましたんで、なお詰めていきたいなというふ

うに思います。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 ありがとうございます。

ぜひ、進めていって、いい方向に行けたらと思

います。 

 最後になりますけども、子育て推進課、健康

課、教育委員会との連携がとても重要だと思い

ますので、ぜひその辺を各部署での共有を切に

お願いして、質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

 

 

 平 進介議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位８番、議席番号５番、

平 進介議員。 

  （５番平 進介議員登壇） 

○５番 平 進介議員 午後のつもりをしており

ましたので、ちょっとどきっとしておりますが、

質問をさせていただきたいというふうに思いま

す。 

 東日本大震災から、この11日で丸５年となり

ます。平成23年３月11日午後２時46分、三陸沖

を震源とするマグニチュード9.0の巨大地震は

東北地方の太平洋沿岸部を中心に甚大な被害を

与えました。 

 当時、私が所属しておりました西置賜消防本

部では、直ちに管内の被害状況を確認するとと

もに、総務省、消防庁からの山形県緊急消防援

助隊の出動要請を受け、約２時間後の午後４時

52分に消防ポンプ車、救急車等が出動いたしま

した。以降、山形県隊は４月末までの間に都合

８次にわたり延べ600人を超える隊員が岩手県

陸前高田市を初め、大船渡市を中心に救急活動、

救助、救出活動、そして検索活動に当たりまし

た。 

 あれから５年がたちましたが、復興庁の資料

によると、この２月現在で避難されておられる

方が約17万4,000人もおられ、復旧、復興のお

くれが大きな課題となっている中、被災された

方々が一日も早くふだんの生活に戻られるよう

心から祈念いたすものであります。 

 それでは、３月定例会一般質問に当たり、新

年度から始まる新たな制度など、２点について

質問をさせていただきます。 

 初めに、人事評価制度の実施についてお聞き 


